
行政の窓
道産木製品マーケティング戦略の構築に取り組んでいます！

　道内の豊かな人工林資源を活用し，木材産業がより競争力のある産業となるためには，社会からの要請や消費

者ニーズに的確に応えた製品開発を進めると共に，低コスト，高品質・高性能な製品の供給体制づくりや道産木

製品の市場確保に向けた取組が必要となっています。

　これらの課題に対応するため，関係者による検討の場（マーケティング戦略会議）を設け，この戦略に基づく

取組を展開していきます。

（水産林務部林務局　林業木材課　木材産業グループ）

 
【Ｈ２２】 戦略の基本方針（マーケティング戦略ビジョン骨子）の作成  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体： 北海道緑の産業再生協議会 【基金事業】  

 

◆構成メンバー：木材加工・流通等団体、建築関係者 

試験研究機関 など  

◆オブザーバー：国、道 

 

【市場調査の実施】 

調査方法：アンケート調査 

   ※展示と併せて実施 

【戦略の試行】 

これまでに開発した製品  

新たに試作した製品  

    

全国木材産業振興大会 

  ジャパンホームショー etc 

 

 

展示・ＰＲ 

【検討事項】：道産木製品ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略の構築  

      

道産木製品ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略会議  

＜市場戦略＞ 

道産木製品の市

場をどのように

確保するか 

道産木製品をどの

ように売り込むか 

どのような製品が消費
者ニーズに合致してい
るか 

供給できる生産体制を
どのように構築するか 

＜販売戦略＞ 

 
 
         

＜製品戦略＞ 

 
   

 
 
 
         

試行 

結果 

・製造コストの低減 

・高付加価値化 

・消費者ニーズへの的
確な対応  など  

戦略の基本方針（マーケティング戦略ビジョン骨子）の作成  

・地域毎・製品毎（構造材、2×4工法部材など）の戦略を手法別（市場戦略・製品戦略・販売戦略）に掲載  

成果内容を木材産業界に提示・普及  

戦  略  の  地  域  で  の  試  行  

マーケティング戦略ビジョン（仮称）の構築  

・ジャパンホームショー等への出展 

・リフォーム・フェア等への出展 

・プロモーション手段の検討 など 

 

◇展示会への出展とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 

製 品 戦 略 

・道産 2×4工法部材、針葉樹内装材 など 

  

 

◇道産木製品開発モデル（新たな生産体制等が必要な製品） 

◇品質管理研修会（安定供給が可能な製品） 

・製品毎の乾燥技術・JAS 規格研修会 など  

販 売 戦 略 

◇売り先 ・流通経路の選定
 

・地域・製品に合った明確 

なﾀｰｹﾞｯﾄ の選定 など 

   市 場 戦 略 

【Ｈ２３】 マーケティング  

戦略ビジョンの構築
 

林産試だより　2010年9月号12




